
【入試対策】 
・１の９問，３の問１，問２，４の問１，問２①の６８点分を確実に解けるように，教科書レベルの例題や 

問題集の練習問題を繰り返し解いて，基礎力を身につけよう！ 

・その他の３２点分は自分の得意分野を中心に，計算力や数学的思考力を磨き，解ける問題を少し 

ずつ増やしていこう！ 

【総評】 難易度は例年並み。正しく現象を理解しておくことが重要だ！ 
例年，全単元から万遍なく出題されるため，内容の絞り込みをせず，かつ基礎レベルから応用問題まで

幅広く学習しておくことが大切。また、今年は特に完答しないと正解にならない問題が多く出題された。こ

れは現象の理解が不十分だと正解に至ることは難しい。普段の学習から現象を正しく理解することを心

がけよう。 

【問題分析】 
１ 小問集合（４点×６問＝２４点） 
小問集合形式。基本的な知識を問われる。教科書レベルのことを覚えていれば解ける問題や公式に数値をあては

めれば答えを計算できる問題ばかりなので，すべて正解したい。 

２ レポート形式問題（４点×４問＝１６点） 
例年通り，自由研究の〈レポート〉の内容からの  【出題例】 ４〔問３〕 

出題。ここも基本的な知識があれば解ける問題

ばかりなので満点を目指そう。 

３ 地学（４点×４問＝１６点） 
「地層」からの出題。完答が必要な問題や柱状

図による計算問題はあるが、基本的な知識があ

れば解くことのできるので、満点を取ることが可

能。 

４ 生物（４点×３問＝１２点） 
「生物の成長と細胞」からの出題。３つの図と表

から必要な情報を読み取る能力が必要な問題

があり、資料問題を事前に多く学習 

するようにしよう。 

５ 化学（４点×４問＝１６点） 
「化学変化」からの出題。厄介な計算問題やグ

ラフの読み取りがなく、問題の難易度は高くない

ものの、文章量が多いので、必要な情報を瞬時

に読み取る能力が必要となる。 

６ 物理（４点×４問＝１６点） 
「電流と磁界」からの出題。各設問では重要な法

則や公式の使い方が主に問われていた。現象

を正しく理解して瞬時にどの法則や公式を使う

のかを判断できるようになろう。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入試に向けての学習アドバイス 

中学全分野の基本となる用語・公式は中３の夏前までには完璧にしよう。また，秋からは入試問題を少しずつ

解き進め，より細かい知識や思考力を必要とする問題のアプローチの仕方を覚えよう。そのために，中３では

中３内容の学習と並行して中１・中２の復習をどんどん進めていこう。 

 


